
No 区分a 区分b JIS規格
番号等

JIS規格原案等の
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1 JIS 制定 クリーンルーム及び関連する
制御環境ー第3部：試験方法

Cleanrooms and
associated controlled
environments -
Part3:Test methods

この規格は，空気清浄度の等級分類，その他の清浄度属性及び関連す
る管理条件を満たすクリーンルーム及びクリーンゾーンの運用をサポー
トする試験方法を規定する。

主な規定項目は，次のとおり。
・適用範囲
・引用規格
・用語及び定義
・試験方法
・試験報告書

JISB9917-3 ISO 14644-3:2019，Cleanrooms and
associated controlled environments — Part
3: Test methods(MOD)

公益社団法人
日本空気清浄
協会

一般財団法人
日本規格協会

2 JIS 制定 セキュリティ及びレジリエンス
－製品及び文書の真正性，
完全性及び信頼性－人工物
メトリクスを利用する際の妥
当性確認手順

Security and
resilience -
Authenticity,
integrity and trust for
products and
documents -
Validation
procedures for the
application of
artefact metrics

この規格は，人工物メトリクスの適合性（suitability），信頼性及び有効性
を認定するための手順，並びに識別及び照合のための人工物メトリクス
による認識の原則を規定するものである。

主な規定項目は，次のとおり。
・適用範囲
・引用規格
・用語及び定義
・適合性
・人工物メトリックシステムの要素概要
・評価計画に対する要求事項
・試験，データ収集，分析，報告に対する要求事項
・人工物メトリクスの段階的な導入のための推奨事項

ISO 22387:2022，Security and resilience－
Authenticity, integrity and trust for
products and documents－Validation
procedures for the application of artefact
metrics(IDT)

国立研究開発
法人産業技術
総合研究所

一般財団法人
日本規格協会

3 JIS 改正 A1310 建築ファサードの燃えひろが
り試験方法

Test method for
reaction-to-fire
performance of
facades

この規格は，建築物の外壁が開口噴出火炎にあぶられた際の建築ファ
サードの燃えひろがり及び焼損状況を測定する試験方法について規定
する。

主な改正点は，次のとおり。
・試験関係者のニーズを踏まえ，測定項目に，“試験体の亀裂や落下物”など現状に即した
必要な観察項目等を追加する（箇条９）。
・関係する国際規格であるISO13943（火災安全－用語）に整合し，英語規格名称について，
“Test methods for fire propagation over building facades”を“Test method for reaction-to-
fire performance of building facades”に改める。

ISO 13785-1:2002，Reaction-to-fire tests
for façades－Part 1: Intermediate-scale
test(MOD)

建築研究開発コ
ンソーシアム

一般財団法人
日本規格協会

4 JIS 改正 B7023 潜水用携帯時計－種類及び
性能 （追補1）

Divers' watches－
Classification and
performance
（Amendment 1）

この規格は，時間管理を必要とする潜水に用いる携帯時計の種類及び
性能について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・1種潜水時計の潜水深度に関する規定である“潜水深度は，100m，150m及び200mとす
る。” 及び2種潜水時計の潜水深度に関する規定である“潜水深度は，200m以上100mごとと
する。”を削除する(箇条4)。
・1種潜水時計の表示事項である“L（潜水深度）は，100，150又は200のいずれかとする。”及
び2種潜水時計の表示事項である“L（潜水深度）は,200以上100ごととする。” を”L（潜水深
度）は，製造業者が保証した潜水深度をm（メートル）で示す。”に変更する(箇条7)。

ISO 6425:2018，Horology－Divers'
watches(MOD)

一般社団法人
日本時計協会

一般財団法人
日本規格協会

5 JIS 改正 B8392-4 圧縮空気－汚染物質の計測
－第4部：粒子含有量
（現行名称：圧縮空気－第4
部：固体粒子含有量の試験
方法）

Compressed air -
Contaminant
measurement - Part
4: Particle content

この規格は，圧縮空気のサンプリング方法，並びにその粒径及び粒子
濃度を測定するための適切な測定器の選択ガイドを提供する。また，各
測定方法の限界について説明し，評価及び不確かさの考慮についても
記載する。

主な改正点は，次のとおり。
・測定装置の選択基準において，液体粒子も測定するため，固体粒子しか測定できない凝縮
核計数器，微分形電気移動度分析器，及び走査形電気移動度粒子寸法測定器を削除す
る。
　また，測定装置の校正期間を12か月未満と規定する。
・全流量サンプリングにおいて，顕微鏡と連結した試料採取ディスク表面上でのサンプリング
を追加する。
・等流速サンプリングにおいて，粒径測定器及び計数器を用いたサンプリングを追加する。
・附属書として，規格使用者の理解を助けるため全流量サンプリング，部分流量等速サンプ
リング，圧縮空気ディフューザ及び希釈システムの説明を追加する。

ISO 8573-4:2019，Compressed air -
Contaminant measurement - Part 4:
Particle content(MOD)

一般社団法人
日本フルードパ
ワー工業会

一般財団法人
日本規格協会

6 JIS 改正 B8396 油圧－シリンダ－往復動用
ピストン及びロッドシールの
ハウジング－寸法及び許容
差

Hydraulic fluid
power-Cylinders-
Dimensions and
tolerances of
housings for single-
acting piston and rod
seals in reciprocating
applications

この規格は，油圧往復動用のシリンダに使用されるピストン及びロッド
シールのハウジング寸法及び許容差について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・ISO 3320との互換性を確保するため，ピストンシールのAタイプのハウジング寸法にシリン
ダ内径“60”を追加し，またロッドシールのCタイプのハウジング寸法にロッド径“400”及び
“450”を追加する。それに伴い，それぞれのシリンダ内径及びロッド径に応じて，ハウジング
深さ，ハウジング径，ハウジング幅及びハウジング底の丸みの寸法を追加する。
・しゅう動部及び固定部の表面性状において，表面形状の測定不具合を解消するため，ピス
トンとロッドハウジングの表面性状の表記方法をハウジング深さの寸法毎に区分けした表記
に変更する。

ISO 5597:2018，Hydraulic fluid power -
Cylinders - Dimensions and tolerances of
housings for single-acting piston and rod
seals in reciprocating applications(MOD)

一般社団法人
日本フルードパ
ワー工業会

一般財団法人
日本規格協会

7 JIS 改正 E1125 接着絶縁レール Glued insulated rails この規格は，鉄道線路において軌道回路に用いる50 kgN及び60 kgレー
ル用接着絶縁レールについて規定する。

主な改正点は，次のとおりである。
・プライマーの一般特性の見直し
・図の誤記の修正
・絶縁材としてテフロンシートを追加する。
・絶縁抵抗試験の試験方法の見直し

一般社団法人
日本鉄道施設
協会

一般財団法人
日本規格協会

8 JIS 改正 E1126 伸縮継目 Expansion joints この規格は，鉄道線路のロングレール区間等に用いる50 kgN レール用
及び60 kg レール用伸縮継目について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・PCまくらぎ用伸縮継目（50 kgN及び60 kg用）の図を追加する。
・伸縮継目の表示で，伸縮部トングレール前端位置を表示する場合には，けがき線で表示す
るか，又はポンチマークと併記するよう変更する。
・座金の図の寸法を変更する。
・引用規格JIS E 1303の改正によって，JIS E 1303の引用箇条，及び細分箇条を変更する。

一般社団法人
日本鉄道施設
協会

一般財団法人
日本規格協会

原案作成者

JIS原案等パブリックコメント実施リスト

注記

1: 意見及び異議受付期間は，令和6年3月1日～令和6年3月30日

2: 区分aは，JIS規格原案又はTS原案若しくはTR原案の別を記載

3: 区分bは，制定，改正の別を記載

4: 対応国際規格は，対応国際規格が判明している場合に記載
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9 JIS 改正 E5004-3 鉄道車両－電気品－第３部：
直流遮断器

Railway applications
- Electric equipment
for rolling stock -
Part 3:
Electrotechnical
components - Rules
for DC circuit-
breakers

この規格は，JIS E 5004-2による機器の一般規則に追加する内容とし
て，各種の直流遮断器の特性及び試験方法について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
1)用語定義を修正。
  (例）3.2.1  引外し機構（release):
    （2008）　保持手段を開放し，遮断機の開極又は投入動作を可能にするように，機械式開
閉機器に機械的に連結されている装置
　　（2019）  保持手段を開放し，遮断機の開極又は投入動作を可能にする装置
2)特性について
・主回路の定格電圧について，電源周波数試験電圧（Ua)を追加。
・主回路の定格電流の定義について，定格短時間電流（Icw）に変えて，密閉室における温度
上昇試験電流（Ithe)に変更。
・定格時定数及び／又は回路定数について，注記に（附属書JA参照）を追加。
・定格短絡投入容量及び遮断容量について，定格短絡電流を推定ピーク電流に変更。
3)構造上及び性能上の要求について
・短絡条件における投入能力及び遮断能力について，短絡試験の条件について，定格短絡
電流を推定ピーク電流に変更。
・絶縁特性について，空間距離と沿面距離を規定。
4)試験について
・性能上の要求に対する検証のための形式試験について，試験群Ⅰに回路抵抗の測定を追
加。
・絶縁特性の試験について，測定最低電圧を1000V以上から500V以上に変更。また，現行
JISの主回路の絶縁抵抗測定は，この試験に含まれるため削除。
・開閉動作逐行能力について，試験中の交換部品に対する規定を追加。
・温度上昇の検証について，温度上昇値を20Kから10Kに変更し，種別2として現行の試験を
規定。
・試験中の保守手入れに関する一般規則について，試験中の交換部品対する規定を追加。
・臨界電流について，試験回数の規定を追加。
・性能上の要求に対する検証のための受渡試験の一般について，抵抗測定の規定を追加す
るが，形式試験の実績を基に受渡当事者間の協定によって，試験省略可能とする。

IEC 60077-3:2019，Railway applications-
Electric equipment for rolling stock－Part
3: Electrotechnical components-Rules for
d.c. circuit-brea(MOD)

一般社団法人
日本鉄道車輌
工業会

一般財団法人
日本規格協会

10 JIS 改正 E5004-4 鉄道車両－電気品－第４部：
交流遮断器

Railway applications
- Electric equipment
for rolling stock -
Part 4:
Electrotechnical
components - Rules
for AC circuit-
breakers

この規格は，JIS E 5004-2による機器の一般規則に追加する内容とし
て，各種の交流遮断器の特性及び試験方法について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
1)用語について
・用語定義を修正。
  (例）3.2.1  引外し機構（release):
     （2008）　保持手段を開放し，遮断機の開極又は投入動作を可能にするように，機械式開
閉機器に機械的に連結されている装置
　   （2019）  保持手段を開放し，遮断機の開極又は投入動作を可能にする装置
2)特性について
・主回路の定格電圧について，電源周波数試験電圧（Ua)を追加。
・短絡特性について，定格ピーク耐電流を追加。
・定格短絡遮断容量について，最大の短絡回路電流に関する説明を追加。
・定格過渡回復電圧について，過渡回復電圧の標準値の表を追加。
・定格短絡耐久時間について，持続時間の標準値を追加し，種別2を廃止。
3)構造上及び性能上の要求について
・絶縁特性について，空間距離及び沿面距離を規定し，現行規格の内容を種別2として追
加。
4)試験について
・性能上の要求に対する検証のための形式試験で，試験群Ⅰに回路抵抗の測定を追加。
・絶縁特性の試験について，IECに反映されたJIS変更点を種別1に規定し，種別2として現行
VCBの試験を規定。
・温度上昇の検証について，温度上昇値を20Kから10Kに変更し，種別2として現行の試験を
規定。
・短時間耐電流及びピーク耐電流について，試験内容参照IECをIEC60694からIEC6227-1に
変更。
・短絡条件における投入能力及び遮断能力について，IECの参照先を具体的に指定。
・気候条件について，氷条件下の試験を追加。

IEC 60077-4:2019，Railway applications-
Electric equipment for rolling stock-Part 4:
Electrotechnical components-Rules for AC
circuit-breakers(MOD)

一般社団法人
日本鉄道車輌
工業会

一般財団法人
日本規格協会

11 JIS 改正 E5004-5 鉄道車両－電気品－第５部：
高圧ヒューズ

Railway applications
－Electric equipment
for rolling stocks
－Part 5:
Electrotechnical
components－Rules
for HV fuses

この規格は，JIS E 5004-2を補足するものとして，高圧ヒューズに対する
追加の規則又は修正された規則を規定する。

主な改正点は，次のとおり。
1)用語について
・用語定義を修正。
  (例）3.2.2  推定ピーク電流（prospective peak current):
    （2007）　絶縁の故障又は橋落による電流（故障電流）が流れ始める過渡期間における推
定電流のピーク値
　　（2019）  短絡電流発生後の過渡期間における推定電流のピーク値
2)特性について
・ヒューズベースの定格インパルス電圧（UNi）を追加。
3)構造上及び性能上の要求について
・ヒューズリンクの定格電流の数値選択について，推奨事項を追加。
4)試験について
・試験責務について，試験責務Ⅲで使用する試験電源（低圧電源及び高圧電源）を追加。
・試験手順について，表示装置を用いた場合の判定基準を追加。
5)附属書について
・「附属書JA（規定）IEC60077-5によらない高圧ヒューズ」は廃止になっているが，譲渡車両
（海外への譲渡含む）に用いているヒューズに，附属書JAの規定を適用するものがあるた
め，附属書JAの内容を復活。

IEC 60077-5:2019，Railway applications-
Electric equipment for rolling stocks - Part
5: Electrotechnical components-Rules for
HV fuses(MOD)

一般社団法人
日本鉄道車輌
工業会

一般財団法人
日本規格協会

12 JIS 改正 F8101 船用鉛蓄電池 Lead-acid marine
batteries

この規格は，船で，通信，灯火，非常用，エンジン始動用などの電源に
用いる鉛蓄電池について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・用語における「形」及び「ベント形」を，国内の運用実態に合わせて「型」及び「ベント式」に変
更する。
・引用規格においてJIS C 8704規格群の名称を最新の名称に変更し，また，JIS C 8704-2
を，最新のJIS C 8704-2-1又はJIS C 8704-2-2に改める。
・試験方法を最新のJIS C 8704規格群に対応して変更する。

一般社団法人
電池工業会

一般財団法人
日本規格協会



No 区分a 区分b JIS規格
番号等

JIS規格原案等の
名称

JIS規格原案等の
英文名称

JIS規格原案等の適用範囲 規定項目又は改正点 制定・改正に
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及び名称
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注記

1: 意見及び異議受付期間は，令和6年3月1日～令和6年3月30日

2: 区分aは，JIS規格原案又はTS原案若しくはTR原案の別を記載

3: 区分bは，制定，改正の別を記載

4: 対応国際規格は，対応国際規格が判明している場合に記載

13 JIS 改正 H3110 りん青銅及び洋白の板及び
条

Phosphor bronze and
nickel silver sheets,
plates and strips

この規格は，圧延したりん青銅及び洋白の板及び条について規定する。 主な改正点は，次のとおり。
・分析方法において，りん青銅（C5050）などの分析に，最近の技術の実態を反映し，スパー
ク放電発光分光分析法を追加する。
・曲げ試験におけるW曲げ試験の加圧方法について，ハンドプレス及び油圧による方法に加
え，市場の実態に整合させてエアプレスなどの方法を追加する。

一般社団法人
日本伸銅協会

一般財団法人
日本規格協会

14 JIS 改正 H3130 ばね用のベリリウム銅, チタ
ン銅, りん青銅, ニッケルーす
ず銅及び洋白の板及び条

Copper beryllium
alloy, copper titanium
alloy, phosphor
bronze, copper-
nickel-tin alloy and
nickel silver sheets,
plates and strips for
springs

この規格は，圧延したばね用のベリリウム銅，チタン銅，りん青銅，ニッ
ケル－すず銅及び洋白の板及び条について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・機械的性質において，最近の技術の実態を反映し，ばね限界値の規定値を削除する。
・製造方法について，要求事項として方法を規定する必要がないため，削除する。
・試験において，ばね限界値を要求事項から削除することに伴い，ばね限界値試験を削除す
る。
・曲げ試験におけるW曲げ試験の加圧方法について，ハンドプレス及び油圧による方法に加
え，市場の実態に整合させて他の方法を追加する。

一般社団法人
日本伸銅協会

一般財団法人
日本規格協会

15 JIS 改正 H3270 ベリリウム銅，りん青銅及び
洋白の棒及び線

Copper beryllium
alloy, phosphor
bronze and nickel
silver rods, bars and
wires

この規格は，展伸加工したベリリウム銅，りん青銅及び洋白の断面が丸
形・正六角形・長方形の棒及び断面が丸形・正六角形・正方形・長方形
の線について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・用語及び定義において，新たに種類に追加される“鉛レス快削りん青銅”について定義す
る。
・名称，種類及び種類の記号において，最近の技術の実態を反映し，鉛レス快削りん青銅を
追加する。それに伴い，化学成分，機械的性質及び径及び対辺距離の許容差においても，
鉛レス快削りん青銅を追加する。
・機械的性質において，市場の実態に整合させて，“径又は最小対辺距離の区分”を改める。
また，線の“伸び”の規定を削除する。
・分析試験において，追加する銅合金に硫黄が含有していることに対応させ，JIS H 1070（銅
及び銅合金中の硫黄定量方法）の引用を追加する。

一般社団法人
日本伸銅協会

一般財団法人
日本規格協会

16 JIS 改正 H4202 マグネシウム合金継目無管 Magnesium alloy
seamless pipes and
tubes

この規格は，押出加工及び引抜加工によって製造した，断面が円形の
マグネシウム合金継目無管について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・種類について，対応国際規格に整合させて，合金種を追加する。
・品質において，押出管及び引抜管の機械的性質（引張強さ，耐力及び伸び）の規定値を改
める。

ISO 3116:2019，Magnesium and magnesium
alloy - Wrought magnesium alloys(MOD)

一般社団法人
日本マグネシウ
ム協会

一般財団法人
日本規格協会

17 JIS 改正 H4203 マグネシウム合金棒及び線 Magnesium alloy bars
and wires

この規格は，押出加工及び引抜加工によって製造した，断面が円形，長
方形，正方形，正六角形又は正八角形のマグネシウム合金棒及びマグ
ネシウム合金線について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・種類について，対応国際規格に整合させて，合金種を追加する。
・品質において，棒及び線の機械的性質（引張強さ，耐力及び伸び）の規定値を改める。

ISO 3116:2019，Magnesium and magnesium
alloy - Wrought magnesium alloys(MOD)

一般社団法人
日本マグネシウ
ム協会

一般財団法人
日本規格協会

18 JIS 改正 H4204 マグネシウム合金押出形材 Magnesium alloy
extruded profiles

この規格は，押出加工によって製造した，断面が中実又は中空のマグネ
シウム合金押出形材について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・種類について，対応国際規格に整合させて，合金種を追加する。
・品質において，中実形材の機械的性質の規定値を改める。
・寸法及びその許容差において，中空部（空間部）外側の寸法の規定を追加する。
・寸法及びその許容差において，断面形状の図示を追加する。
・試験において，引張試験の試験片採取の具体的方法を追加する。それに伴い，板状試験
片を用いた試験での伸び値は参考値に改める。

ISO 3116:2019，Magnesium and magnesium
alloys - Wrought magnesium alloys(MOD)

一般社団法人
日本マグネシウ
ム協会

一般財団法人
日本規格協会

19 JIS 改正 K6806 水性高分子-イソシアネート
系木材接着剤

Water based
polymer-Isocyanate
adhesives for woods

この規格は，主として木材の接着に使用する水性高分子－イソシアネー
ト系木材接着剤について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・引用規格のJIS B 7411（廃止）をJIS B 7414に変更する。
・引用規格のJIS K 6833をJIS K 6833-1に変更する
・引用規格のJIS K 1556（廃止）をJIS K 1603-1に変更する。
・NCO量の試薬（5.10.2）のc)の“JIS K 1556の5.5.3 (2)を（ジ－n－ブチルアミン溶液）”を“JIS
K 1603-1による。”に改正する。

日本接着剤工
業会

一般財団法人
日本規格協会

20 JIS 改正 L1920 繊維製品の防ダニ性能試験
方法（追補1）

Testing methods for
efficacy against
house dust mite of
textiles
（Amendment 1）

この規格は，化学的に室内じん（塵）性ダニを抑制させる繊維製品及び
物理的にダニが通過できないようにした繊維製品の防ダニ性能の試験
方法について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・カーペットなどへのダニの忌避性能を調べる侵入阻止法（附属書C）では，特異な試料に対
する対応の規定をしているが，試験の適正化を図るために，試験する製品の基部の構成材
（基布又はラテックスコンパウンド）に防ダニ加工剤を処理した製品にはこの加工を適用して
はならないことを追加する。

ISO 21326:2019，Textiles－Test methods
for determining the efficiency of products
against house dust mite(MOD)

日本カーペット
工業組合

一般財団法人
日本規格協会

21 JIS 改正 Z3136 スポット及びプロジェクション
溶接継手の引張せん断試験
に対する試験片寸法及び試
験方法
   （現行名称：抵抗スポット及
びプロジェクション溶接継手
のせん断試験に対する試験
片寸法及び試験方法）

Specimen
dimensions and
procedure for tensile
shear testing of spot
and projection
welded joint

この規格は，金属のスポット及びプロジェクション溶接継手について，板
厚が0.3 mm～5.0 mmで任意のナゲット径をもつ通常板幅試験片の形
状・寸法，及び板厚が0.5 mm～10.0 mmで最大7√t（t：板厚）のナゲット
径をもつ飽和板幅試験片の形状・寸法，並びにそれぞれの試験片に対
する引張せん断試験方法を規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・規格の名称及び適用範囲において，JIS Z 3001-6（溶接用語－第6部：抵抗溶接）の用語に
合わせて，“抵抗スポット”から“スポット”に変更する。また，試験方法の名称を“せん断試
験”から“引張せん断試験”に変更する。
・用語及び定義において，JIS Z 3001-6で規定されている用語は削除し，規格名称の変更に
対応して，“せん断力”を”引張せん断強さ”に改める。また，試験後の破断形式及び溶接径
の求め方の説明図を削除する。
・試験片において，飽和板幅試験片の寸法区間表示方法を，対応国際規格に一致させる。
・試験装置及び試験手順において，対抗国際規格で規定されている試験方法の図を追加す
る。また，荷重ー変位曲線図の例を追加し，引張せん断強さ（TSS）の値の測定位置をこの図
中に示す。さらに，旧規格の記録（箇条６）に記載されていた参考情報をこの箇条5に移す。
・記録において，記録する項目の記載順序を対応国際規格と合わせる。
・附属書Aとして，引張せん断強さに対する試験片寸法の影響にる関する参考情報を追加す
る。

ISO 14273:2016，Resistance welding —
Destructive testing of welds — Specimen
dimensions and procedure for tensile shear
testing resistance spot and embossed
projection welds(MOD)

一般社団法人
日本溶接協会

一般財団法人
日本規格協会



No 区分a 区分b JIS規格
番号等

JIS規格原案等の
名称

JIS規格原案等の
英文名称

JIS規格原案等の適用範囲 規定項目又は改正点 制定・改正に
伴う廃止JIS

対応する国際規格番号
及び名称

原案作成者

JIS原案等パブリックコメント実施リスト

注記

1: 意見及び異議受付期間は，令和6年3月1日～令和6年3月30日

2: 区分aは，JIS規格原案又はTS原案若しくはTR原案の別を記載

3: 区分bは，制定，改正の別を記載

4: 対応国際規格は，対応国際規格が判明している場合に記載

22 JIS 改正 Z3137 スポット及びプロジェクション
溶接継手の十字引張試験に
対する試験片寸法及び試験
方法
  (現行名称：抵抗スポット及
びプロジェクション溶接継手
の十字引張試験に対する試
験片寸法及び試験方法)

Specimen
dimensions and
procedure for cross
tension testing of
spot and projection
welded joints

この規格は，金属のスポット及びプロジェクション溶接継手について，板
厚が0.5 mm～5 mmで，最大7√t（t：板厚）のナゲット径をもつ試験片の
形状・寸法及び十字引張試験方法を規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・適用範囲において，関連国際規格に関する注記を追加する。
・用語及び定義において，抵抗溶接用語規格で規定されている用語は削除し，対応国際規
格と整合させて，”十字引張力”を”十字引張強さ”と変更する。また，試験後の破断形式及び
溶接径の求め方の説明図を削除する。
・試験片において，ボルトで試験片を試験ジグに取り付ける方式の試験片ジグとしては，現行
規格で規定していたもの又は対応国際規格で規定されたもののいずれかを利用者が選択で
きるようにする。また，対応国際規格で規定された油圧クランプ式の試験ジグを追加する。
・試験方法において，油圧クランプ式試験ジグを用いる場合を追加する。また，対応国際規
格と整合させるために，試験時の荷重-変位曲線図の例を追加するとともに，十字引張強さ
(CTS)の測定位置をこの図中に示す。
・記録において，記録する項目の記載順序を対応国際規格と合わせる。
・附属書Aとして，新たに追加した油圧クランプ式ジグの具体的な構造例を追加する。

ISO 14272:2016，Resistance welding —
Destructive testing of welds — Specimen
dimensions and procedure for cross
tension testing of resistance spot and
embossed projection welds(MOD)

一般社団法人
日本溶接協会

一般財団法人
日本規格協会

23 JIS 改正 Z8122 コンタミネーションコントロー
ル用語（追補１）

Contamination
Control－
Terminology
（Amendment 1）

この規格は，コンタミネーションコントロールに関する主な用語及びその
定義について定義する。

主な改正点は，次のとおり。
・用語“HEPAフィルタ”及び“ULPAフィルタ”の定義をJIS B 9927と整合し，市場の混乱を解消
する。
・その他，引用規格の改正・廃止などに対応した改正を行う。

公益社団法人
日本空気清浄
協会

一般財団法人
日本規格協会


